
 

    

   

【
自
然
・
生
活
環
境
の
保
全
】 

●リサイクルをすすめる団体づくり（例：NPO、サポートみさと）

●里山づくり、ボランティアのイベント化。 
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●木づかいのある町づくり （まちからの助成） 

【
生
活
基
盤
の
整
備
】 

町民個人でできること（自助） 

自
然
に
配
慮
し
た
環
境
づ
く
り 

地域や組織・団体で取り組めばできること（共助） 行政と協力すればできること（公助）

●土地所有者は豊かな自然を維持するよう適正な管理に努めます。 

●温暖化に伴い省エネルギー化に取り組みます。 

●町民は豊かなふるさとを大切にし自然環境保全に努めます。 

●地域ごとの環境コンテスト（行政が音頭をとって） 

●川をきれいにする！ 

ホタルのいる川、どじょうのいる川、たなごのいる川など 

 目標をあげて行う 

【
交
通
体
系
の
充
実
】 

●地域ごとの美しい景観向上に努めます。 

●コミュニティカフェで地域コミュニティの活性化   

空屋対策 

●町営バス 

●電気自動車 

●バイオマス発電 

●太陽光発電 

政策 施策 



  

 

 

 

 

 

   

【
防
災
・
消
防
体
制
の
充
実
】

●子供の見守り隊がある。 

●地域が子どもを見守る。 

●消防団のなり手が少ない。 

団員の確保が難しい 

●熊の方が心配である。 
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【
交
通
安
全
・
防
犯
体
制
の
充
実
】

町民個人でできること（自助） 

安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
づ
く
り 

地域や組織・団体で取り組めばできること（共助） 行政と協力すればできること（公助） 

●雪で木が道に倒れるので、 

山林の所有者を明確化する。 

●所有者が森林管理をきちんとする。 

【
地
域
活
動
の
推
進
】 

●町民は支援をうけて集落行事を実施する。 

●町はコミュニティ活動に関する情報提供の充実

を図ります。 

 

●小学生はスクールバスで安心して通学できる。 

●町の地域防災計画が確定していないので、 

確定する。 

●町で防災マップを配布している。 

●町は町民が参加しやすい防災訓練を実施します。 

●町は消防団を再編します。 

●高田では予防消防に取り組んでいる。 

●町が防雪棚を整備する 

 

魅
力
と
個
性
の
あ
る
地
域
づ
く
り 

【
多
様
な
交
流
と
連
帯
の
推
進
】 

●町民は集会所を活用して他の集落と交流する。

●役員ではなく、下のレベルで活動に誘えばよい。

●自治団単位で行事の企画立案を実施します。

●複数の自治団で交流イベントや共同作業を 

やります。 

●行政単位で何かできないか 

●集落間の競争を促進できないか。 

●伝統的な行事がなくなった 

●上映会をやったら和泉新田の人が半分くらい来た。

●少子高齢化が問題 

●農地の維持をしていくのも難しい 

 

●過去の地震では新潟地震が大きかった。 

●水害は心配ない 

●災害訓練はしていない 町の防災訓練は、一般対象

ではなく、町民が防災訓練に参加する場がない。 

●竜巻が発生したことはある。 

●雪害はないことはないがそれほどでもない 

●火事は少ない。 

●新鶴は交通事故少ない。 

●まだ 40〜50 代がいるので、何とかなっているが兼

業なので日中活動できない。 

 

●集落活動の主体がいない。若い人はいるが 

勤めているので行政の支援が必要である。 

 

 

 

政策 施策 その他意見 



 

 

 

 

 

   

【
保
険
体
制
の
充
実
と
医
療
の
確
保
】

●屋内の運動場を整備し冬場の運動不足を解消する。 

●巡回型のヨガ教室、社交ダンス、フラダンスなどイベント化 

（コンテストなど）して参加をうながす。 
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【
高
齢
者
福
祉
の
充
実
】

町民個人でできること（自助） 

健
や
か
で
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り 

地域や組織・団体で取り組めばできること（共助） 行政と協力すればできること（公助） 

●三世代がそろって参加できるスポーツ大会を開催する。 

●新鶴には、ガソリンスタンドがないので整備する。 

●移動スーパーを走らせ、高齢者の買い物を助ける。 

【
子
育
て
支
援
の
充
実
】

●社会的に弱い立場の人の発言の場をつくる。 

 

●子育ての前の産むところからの支援を行う。 

●町の広報誌を利用して正しい知識や健康情報を流す。 

●空き家の利用、障がい者（知的）共同の生活の場 

●障がい者の生活の場をつくる 

【
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
】

【
支
え
あ
い
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
推
進
】 

●高齢者向けのネット通販のシステムを開発する。 

●例文「親は、親としての自覚と責任をもって子育てを行います。」 

 →少しくどくなるので。適切な文章表現とする。 

●人権というよりも、お互いの個性を尊重できる人間関係 

 をつくる。 

政策 施策 



 

 

     

【
農
業
の
振
興
】 
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【
林
業
の
振
興
】 

【
観
光
の
振
興
】 

元
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
産
業
づ
く
り 

【
商
工
業
・
地
場
産
業
の
振
興
】 

協働の取り組み 

●空き家、空店舗情報を活字にして発信  

 →商工会、班長さんに地域の空き家の情報を聞く。 

●美里のものの質は良いが、売るための仕組みが必要  

 例）「つめっこ焼き」本郷で商品化し、大内宿へ卸していた 

●若松の RH 企画は地域発信型のツアー等を実施している。 

美里にも連携の呼びかけがあったが、受入体制が整わなかった。 

 →観光協会 その他の連携、強化を 

●民家民泊関山 地域の女性が料理を提供している。 

●あねさま「あねっさクラブ」 

若松の七日町のおかみさんのまちづくり 

 

共助、協働の場をまず作る 

●観光のイベントは、料飲組合と連携していない。 

●商工会、お店の人、農協、農林業の人みなが参加し、より具体的

に議論する場が必要 

 例：田んぼをどうするか 

情報発信よびかけ 

●インターネット 皆はアクセスできない 

●活字等でキチンと発信を 

政策 施策 

観光の課題 

●天海の資料館 行く目的がない 

●核となる施設 例：山城 

●滞在時間 

●空き店舗、家賃補助必要 

●歴史散策としてお寺や本郷焼き PR 

●食べ物屋さん、お休処がない 

●宿泊施設、大型観光バスが入る所はあるが 

●資源など組み合わせた観光が必要 

●観光客 170 万人 

●他の地域との連携、人を呼び込む 

●美里は行き止まり、逆手にとって工夫 

全体の進め方 

●ワークショップの内容どうなったかわからない 

●“ホームページで公表”だけでなく、説明の場を設けて欲しい 

●計画をつくる段階で各分野の関係者の議論の場が本当は必要 

 

行政と協力すればできること（公助） その他の意見 



 

   

【
子
ど
も
教
育
の
充
実
】 

●地域の連携や異世代交流を図れるよう、誰でも利用できる場を 

確保する。（お金をかけず）区費で光熱費等や維持費は出す。 

●ボランティア活動で関心のある人に、仕事を生きがいを！ 

●地域をまきこむ、地域ぐるみ 

●学校でやっている事をもっと情報発信する 

●職業を活かした食育、お年寄りから伝統行事を学ぶなど 

 異業種・異世代も教育に参加できる
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【
生
涯
学
習
の
推
進
】 

町民個人でできること（自助） 地域や組織・団体で取り組めばできること（共助） 行政と協力すればできること（公助） 

●自然や既存のアスレッチック施設等の保全のための 

一般募金への呼びかけをみんなではじめよう！ 

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
】 

●区費への補助 

●廃校の利用（一部屋でもコミュニティルームとして） 

●クラブ衆とは何かをわかりやすく周知してもらう 

●クラブ衆やコミュニティルームへ行く足がない。課題 

●福祉バスの充実 学
び
あ
い
未
来
を
拓
く
人
づ
く
り 

【
文
化
財
の
保
護
・
活
用
と
地
域
文
化
の
継
承
】 

●各地域の歴史を学ぼう会の結成（お年寄りに聞く） 

●歴史講演会への参加を声がけする 

●参加してよかったものは口コミで広める 

 

●学校教育の中で文化財めぐりをする 

●地域の文化財について、子どもが地域の人にきいて理解を深める。

●子どもの内から文化財・地域の宝を知る。 

●文化財や町の宝の一覧をもっとアピールする。 

●クラブ衆の周知とアピール 

 

政策 施策 


